
容量分析用標準溶液
日本薬局方対応！

■TraceSure®

 SIトレーサブルな濃度値(ファクター)が保証された認証標準物質！
(ASNITE認定プログラムによる) ※

 日本薬局方に準じた調製および標定を行った標準液。
 認定シンボルを付した認証書(濃度値、不確かさ等を記載)を発行！

※一部認証を取得していない製品もございます。

容量分析は、試料溶液に既知濃度の標準溶液を少量ずつ加えて、過不足なく反応した時点での体積(容量)
を基準にして定量(滴定)する方法です。正確な容量分析を行うためには、使用する標準液の濃度値が正確
である必要があります。

身長を測る時… どちらの値が正しい？ 分析では…

正確なものさし
の値が正しい。

標準液の正確さ
・SIトレーサビリティ
・適切な調液方法この値は正しい？

正確な標準液で測定
した値が正しい。

当社は、日本薬局方に則った方法で調液し、その濃度値のSIトレーサビリティを担保した容量分析用標
準溶液(認証標準物質)を取り揃えております。

？
この値は
正しい？

容量分析用標準溶液 (局方一般試験法用、TraceSure®)

■局方一般試験法用

 SIトレーサブルな認証値が保証された認証標準物質！
(ASNITE認定プログラムによる) 

 JIS K 8005に適合した標準物質。
 認定シンボルを付した認証書(純度、不確かさ等を記載)を発行！

測定結果がSI単位にさかのぼることができる！=信頼性の高い測定結果



■SIトレーサビリティの仕組み

■局方一般試験法用標準物質の規格の違い

局方一般試験法用
[認証標準物質] 局方一般試験法用 TraceSureⓇ

第十八改正日本薬局方に準じた
調液および標定 〇 〇 ×※1

認証標準物質(SIトレーサビリティ) 〇 × 〇

認証書の添付 〇※2 × 〇

※1 TraceSure®は調液品ではなく、単一化合物です。(調液は行っておりません。)
※2 認証書をご希望の方は当社または販売代理店にお問い合わせ下さい。



コードNo. 品名 等級 容量 希望納入
価格 (円)

082-10095 0.1 mol/L 塩酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,100

084-10055 0.2 mol/L 塩酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,550

087-10045 0.5 mol/L 塩酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,550

080-10035 1 mol/L 塩酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,100

083-10025 2 mol/L 塩酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,550

197-18115 0.1 mol/L 硝酸銀液 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 4,850

191-17915 1 mol/L 水酸化ナトリウム液 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,150

198-17925 0.1 mol/L チオ硫酸ナトリウム液 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,300

190-17625 0.25 mol/L 硫酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,650

193-17615 0.05 mol/L 硫酸 [認証標準物質] 局方一般試験法用 500 mL 2,100

局方一般試験法用標準溶液 [認証標準物質]

局方一般試験法用標準溶液
コードNo. 品名 等級 容量 希望納入

価格 (円)

085-10105 0.05 mol/L 塩酸 局方一般試験法用 500 mL 2,400

162-21195 0.02mol/L 過マンガン酸カリウム液 容量分析用 (局方一般
試験法標定品) 500 mL 3,100

160-29175 0.1 mol/L 水酸化カリウム・エタノール液
[無アルデヒドエタノール] 局方一般試験法用 500 mL 8,000

161-29085 0.5 mol/L 水酸化カリウム・エタノール液
[無アルデヒドエタノール] 局方一般試験法用 500 mL 8,000

194-17905 0.1 mol/L 水酸化ナトリウム液 局方一般試験法用 500 mL 2,200

TraceSure® [認証標準物質]

コードNo. 品名 等級 容量 希望納入
価格 (円)

015-23371 アミド硫酸 [認証標準物質] TraceSure® 50 g 11,100

167-25001 二クロム酸カリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 12,400

161-24661 フタル酸水素カリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 12,100

160-24991 よう素酸カリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 13,600

190-16221 炭酸ナトリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 8,600

191-17351 塩化ナトリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 3,840

192-15941 しゅう酸ナトリウム [認証標準物質] TraceSure® 50 g 13,400

製品一覧

詳しくは当社HPをご確認ください。
当社HPトップ>分析>分析手法で探す>容量分析>各種容量分析用滴定液・指示薬
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/00432.html



24400開11

SIトレーサビリティの仕組み

コードNo. 品名 pH 等級 容量 希望納入価格 (円)
151-01845 しゅう酸塩pH標準液 1.68 JCSS 500mL 3,200
166-12141 フタル酸塩pH標準液 4.01 JCSS 100mL 2,900
168-12145 JCSS 500mL 3,400
163-12151 中性りん酸塩pH標準液 6.86 JCSS 100mL 2,900
165-12155 JCSS 500mL 3,400
166-17445 りん酸塩pH標準液 7.41 JCSS 500mL 4,100
203-08771 ほう酸塩pH標準液 9.18 JCSS 100mL 2,900
205-08775 JCSS 500mL 3,300
037-16145 炭酸塩pH標準液 10.01 JCSS 500mL 3,400

■製品一覧

詳しくは当社HPをご確認ください。
当社HPトップ>分析>分析・検査対象から探す>pH>JCSS pH標準液
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/01297.html

■pH標準液 (JCSS認証標準物質)

pHを用いた容量分析では、試料溶液中
のpHの変化を標準溶液と比較して反応点
を出し、定量します。
pHは溶液中の水素イオン活量を示すもの
ですが、 溶液中の水素イオン活量は直接
測定できない為、実際にpHを測定する際
には、1つの水溶液のpHを基準に、これと
比較することでpHを測定しています。
その為、pHの値が明確な標準が重要と
なります。
当社では、様々なpHの標準液をJCSS規格
として販売しています。
JCSS標準液はSIトレーサビリティが担保
された認証標準物質です。

関連製品
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